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第１章  序論 
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第 1 節  研 究 背 景 と 目 的  

 

第 １ 項  全 国 の 手 話 言 語 条 例 制 定 の 状 況  

 

平 成 18 年 障 害 者 権 利 条 約 の 第 ２ 条 定 義 に お い て「『 言 語 』と は 音 声 言 語

及 び 手 話 そ の 他 の 形 態 の 非 音 声 言 語 を い う 。 」 で 手 話 が 『 言 語 』 と し て 位

置 づ け ら れ た 。 そ の 後 、 平 成 23 年 8 月 5 日 施 行 さ れ た 改 正 障 害 基 本 法 で

初 め て 第 ３ 条 ３ に 「 全 て 障 害 者 は 、 可 能 な 限 り 、 言 語 （ 手 話 を 含 む 。 ） そ

の 他 の 意 思 疎 通 の た め の 手 段 に つ い て の 選 択 の 機 会 が 確 保 さ れ る と と も に 、

情 報 の 取 得 又 は 利 用 の た め の 手 段 に つ い て の 選 択 の 機 会 の 拡 大 が 図 ら れ る

こ と 。 」 と さ れ た 。 そ れ を 機 に 鳥 取 県 は 、 平 成 25 年 手 話 を 言 語 と し て 認

め 、 「 鳥 取 県 手 話 言 語 条 例 」 を 全 国 で 初 め て 制 定 ・ 施 行 し 、 現 在 （ 令 和 ３

年 4 月 30 日 ） で は 410 の 自 治 体 で 手 話 に 関 す る 条 例 （ 以 下 「 手 話 言 語 条

例 」 と す る ） が 制 定 さ れ て い る 。 手 話 言 語 条 例 は 手 話 の 普 及 啓 発 を 目 的 と

し て お り 、 手 話 に 関 す る 福 祉 施 策 だ け で な く 、 教 育 現 場 に お い て も 施 策 が

行 わ れ て い る 。 一 方 、 手 話 言 語 条 例 を 制 定 し た こ と で 高 等 学 校 に お け る 手

話 教 育 が ど の よ う に 普 及 し た か 明 ら か に な っ て い な い 。 ま た 、 先 行 研 究 と

し て も 知 見 の か ぎ り み ら れ な い 。  

 

第 2 項  研 究 の 目 的  

 

手 話 言 語 条 例 を 制 定 し た こ と で 、高 等 学 校 に お け る 手 話 教 育 が ど の よ う に

普 及 し た の か 。 ま た 、 手 話 教 育 普 及 の 取 組 が ど の よ う に 行 わ れ て い る の か 。

本 研 究 は 、全 国 の 高 等 学 校 に お け る 手 話 教 育 の 実 態 を 質 問 紙 調 査 に て 把 握 し 、

手 話 言 語 条 例 と の 関 り を 調 査 す る こ と を 第 一 の 目 的 と す る 。こ の 結 果 を 踏 ま

え て 、都 道 府 県 の 中 で は 鳥 取 県 に 次 ぐ ２ 番 目 に 制 定 さ れ た 神 奈 川 県 を 取 り 上

げ 、神 奈 川 県 の 高 等 学 校 に お い て 手 話 普 及 の 実 状 を 把 握 し 、手 話 教 育 の ニ ー

ズ と 手 話 教 育 普 及 の 手 立 て を 検 討 す る こ と を 第 二 の 目 的 と す る 。  
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第 ３ 項  本 論 文 の 全 体 構 成  

 

 本 研 究 は 、 第 １ 章 序 論 ・ 第 ２ 章 本 論 ・ 第 3 章 結 論 で 構 成 す る 。 第 1 章 で

は 、 全 国 の 手 話 言 語 条 例 の 現 状 を 研 究 に お け る 背 景 と し て 述 べ る 。  

第 2 章 本 論 で は 、 予 備 調 査 と し て 、 手 話 言 語 条 例 制 定 が 全 国 で 1 番 目 の 鳥

取 県 と 2 番 目 の 北 海 道 石 狩 市 の 高 等 学 校 に お け る 手 話 教 育 の 取 組 に つ い て 、

聞 き 取 り 調 査 の 結 果 と 考 察 を 述 べ る 。本 調 査 １ と し て 、全 国 に お け る 手 話 教

育 実 施 校 を 把 握 す る た め に 、全 国 的 な 手 話 関 連 行 事 か ら デ ー タ を 抽 出 し 、さ

ら に 各 都 道 府 県 の 聴 覚 障 害 者 協 会 に 質 問 紙 調 査 に て 手 話 教 育 実 施 校 に 関 す

る 情 報 の 提 供 を 依 頼 し た 。こ の デ ー タ を も と に 、手 話 教 育 を 実 施 し て い る 高

等 学 校 へ の 質 問 紙 調 査 を 実 施 し 、 そ の 結 果 と 考 察 を 述 べ る 。 本 調 査 ２ で は 、

手 話 言 語 条 例 制 定 が 都 道 府 県 に お い て 2 番 目 の 神 奈 川 県 を 取 り 上 げ 、神 奈 川

県 に お け る 高 等 学 校 の 手 話 教 育 普 及 の 実 状 を 聞 き 取 り 調 査 に て 把 握 し た 。本

調 査 ３ と し て 、神 奈 川 県 立 高 校 140 校 に 対 し て 質 問 紙 調 査 を 実 施 し 、手 話 教

育 の 普 及 の 現 状 を 確 認 し た 。 ま た 。 手 話 教 育 普 及 の 課 題 を 検 討 す る 。  

そ し て 第 3 章 結 論 で 、手 話 教 育 の 普 及 の 手 立 て を 検 討 し 本 研 究 か ら 得 ら れ

た 知 見 と 今 後 の 課 題 に つ い て 述 べ る 。  
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Fig.1-1-1 本 論 文 の 構 成   

第１章　序論 第１節　研究の背景と目的

第１項　全国の手話言語条例の制定の状況

第２項　研究の目的

第３項　本論文の全体構成

第４項　用語の定義

第２章　本論

第１節　予備調査　手話言語条例地域調査（高等学校における取組）

第１項　目的

第２項　方法

第３項　結果

第4項　予備調査まとめ

第２節　本調査１（全国の手話教育実施校）

第１項　目的

第２項　方法

第３項　結果

第４項　本調査１　結果まとめ

第３節　本調査２（神奈県手話教育普及の取組）

第１項　目的

第２項　方法

第３項　本調査２　結果

第４節　本調査３（神奈県立高校手話教育ニーズ調査）

第１項　目的

第２項　方法

第３項　本調査３　結果

第３章　結論 第１節　考察

第２節　まとめ

第３節　今後の課題
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第 ４ 項  用 語 の 定 義  

 

【 手 話 言 語 条 例 】  

手 話 言 語 条 例 に つ い て 、手 話 に 特 化 し た も の 、具 体 的 に は 、手 話 を「 言 語 」

と し て 普 及 さ せ る こ と を 目 的 と す る 自 主 条 例 を 手 話 言 語 条 例 と 定 義 す る こ

と と す る 。自 治 体 に よ っ て 、言 語 条 例 の 名 称 は 異 な る が 、本 研 究 に お い て は、

「 手 話 言 語 条 例 」 と 呼 ぶ こ と と す る 。  

 

鳥 取 県 手 話 言 語 条 例 → 「 鳥 取 県 手 話 言 語 条 例 」  

北 海 道 石 狩 市 手 話 に 関 す る 基 本 条 例 → 「 石 狩 市 手 話 言 語 条 例 」  

神 奈 川 県 手 話 言 語 条 例 → 「 神 奈 川 県 手 話 言 語 条 例 」  

 

【 手 話 】  

ろ う 教 育 や 手 話 通 訳 の 関 係 者 間 で 日 本 語 対 応 手 話 、日 本 手 話 、手 話 言 語 な

ど 様 々 な 用 語 が 使 わ れ る 現 状 が あ る が 、一 般 的 に は こ れ ら の 全 て を 区 別 せ ず

に「 手 話 」の 呼 称 が 使 わ れ 、耳 が 聞 こ え に く い 。又 は 聞 こ え な い 人 が 使 用 す

る 言 語 と い う 認 識 が 広 ま っ て い る も の と 考 え る 。本 研 究 の ア ン ケ ー ト 調 査 に

お い て は 、 よ り 様 々 な 教 育 活 動 例 を 収 集 す る た め に 「 手 話 」 を 用 い る 。  
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第 1 節  予 備 調 査  手 話 言 語 条 例 地 域 調 査 （ 高 等 学 校 に お け る 取 組 ）  

 

第 1 項  目 的  

 

全 国 で 初 め て 手 話 言 語 条 例 を 立 ち 上 げ た 鳥 取 県 と 2 番 目 に 立 ち 上 げ た 北

海 道 石 狩 市 の ２ 地 域 は 高 等 学 校 で 手 話 教 育 を 実 施 し て い る こ と か ら 、聞 き 取

り 調 査 に よ っ て そ の 現 状 を 把 握 し た 。こ の 調 査 を 踏 ま え て 、本 調 査 の 全 国 の

高 等 学 校 に お け る 手 話 教 育 の 質 問 紙 調 査 と 神 奈 川 県 立 高 等 学 校 を 対 象 に 手

話 教 育 に 対 す る ニ ー ズ 調 査 の 質 問 項 目 を 作 成 す る と い う 目 的 も あ っ た 。  

 

第 2 項  方 法  

 

 対 面 方 式 に よ る 聞 き 取 り 調 査  

 

１ ） 対 象  

 

  [鳥 取 県 ] 

鳥 取 県 福 祉 保 健 部 さ さ え あ い 福 祉 局  障 が い 福 祉 課  

鳥 取 県 教 育 委 員 会 事 務 局  特 別 支 援 教 育 課  

公 益 社 団 法 人 鳥 取 県 聴 覚 障 害 者 協 会  

鳥 取 県 教 育 委 員 会 事 務 局  特 別 支 援 教 育 課  

手 話 教 育 実 施 校  A 高 等 学 校  

手 話 教 育 実 施 校  B 高 等 学 校  

 

[北 海 道 石 狩 市 ] 

北 海 道 障 が い 者 保 健 福 祉 課 社 会 参 加 グ ル ー プ  

石 狩 市 保 健 福 祉 部 障 が い 福 祉 課  

北 海 道 教 育 庁 学 校 教 育 局 特 別 支 援 教 育 課  

公 益 社 団 法 人 北 海 道 ろ う あ 連 盟  

手 話 教 育 実 施 校  C 高 等 学 校  
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 ２ ） 調 査 期 間  

 

   [鳥 取 県 ]令 和 １ 年 11 月 4 日 か ら 令 和 １ 年 11 月 6 日  

   [北 海 道 ]令 和 １ 年 ８ 月 21 日 か ら 令 和 １ 年 8 月 23 日  

 

 

 ３ ） 調 査 内 容  

 

手 話 言 語 条 例 の 学 校 に お け る 手 話 普 及 の 取 組 、 一 般 高 校 へ 手 話 教

育 の 支 援 、 手 話 教 育 科 目 の 実 施 経 緯 や 科 目 内 容 な ど  

 

第 3 項  結 果   

 

１ ) 鳥 取 県 の 手 話 教 育 普 及 の 取 組  

 

鳥 取 県 手 話 言 語 条 例 第 ８ 条 第 １ 項 に 基 づ い た「 鳥 取 県 手 話 施 策 推 進

計 画 」が 策 定 さ れ 、そ の 中 の 手 話 施 策 推 進 方 針 に お い て「 イ  教 育 に

お け る 手 話 の 普 及 」を 掲 げ て い る 。こ こ で は 小 中 学 校 、高 等 学 校 、特

別 支 援 学 校 に お い て 、ろ う 児 、地 域 の ろ う 者 と の 交 流 を 通 じ て 、教 職

員 、児 童・生 徒 一 緒 に 楽 し み な が ら 手 話 の 普 及 を 進 め る と 記 さ れ て い

る 。地 域 に お け る 教 育 環 境 整 備 と し て 、具 体 的 に は 手 話 普 及 コ ー デ ィ

ネ ー タ ー の 配 置 、手 話 普 及 支 援 員 に よ る 学 習 支 援 、手 話 ハ ン ド ブ ッ ク

を 手 話 学 習 教 材 と し て 作 成 さ れ 、小 学 校 、中 学 校 、高 等 学 校 の 全 生 徒

に 配 布 さ れ た 。ま た 、手 話 検 定 の 受 検 及 び 関 連 す る 受 講 の 補 助 も 行 わ

れ て い る 。手 話 施 策 推 進 方 針 で は 、毎 年 目 標 と す べ き 数 値 を 示 し 、評

価 を 出 し て い る 。 平 成 30 年 度 に お け る 「 学 校 に お け る 手 話 の 取 組 」

の 実 施 率 は 100％ で あ る 。  

高 等 学 校 に お け る 手 話 教 育 で は 、手 話 言 語 条 例 立 ち 上 げ を 機 に 鳥 取

県 の 要 請 に よ り 、高 等 学 校 ２ 校 に お い て「 手 話 言 語 に 関 す る 科 目 」を

立 ち 上 げ 、年 間 を 通 し て 授 業 が 実 施 さ れ て い る こ と が 明 ら か に な っ た 。

手 話 教 育 の 科 目 状 況 を Table 2-1-1 に 示 す 。  
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Table 2-1-1 鳥 取 県 立 高 等 学 校 で の 手 話 授 業 の 状 況  

A 高 等 学 校  

科 目 名  
「 手 話 言 語 基 礎 １ 」 福 祉 類 型 ２ 年 必 修 科 目  

「 手 話 言 語 基 礎 ２ 」 福 祉 類 型 3 年 必 修 科 目  

指 導 体 制  
A 高 校 教 員 +鳥 取 聾 学 校 教 員 ＋ 手 話 普 及 支 援 員 （ Team 

Teaching）  

 

B 高 等 学 校  

科 目 名  「 手 話 言 語 」 学 校 設 定 科 目 （ 3 年 自 由 選 択 科 目 ）  

指 導 体 制  
B 高 校 教 員 + 鳥 取 聾 学 校 ひ ま わ り 分 校 教 員 （ Team 

Teaching）  

 

 

A 高 等 学 校 と B 高 等 学 校 ２ 校 の「 手 話 言 語 」の 科 目 は 手 話 言 語 条 例

の 手 話 施 策 推 進 方 針 に 沿 っ て「 手 話 教 育 」を 実 施 す る た め に 設 置 さ れ

た 。科 目 の 目 標 と し て 、聴 覚 障 が い や 手 話 に 関 す る 基 礎 的 な 学 習 や ろ

う 者 と の 交 流 を 目 標 に 運 営 さ れ て お り 、科 目 の 授 業 指 導 支 援 と し て 公

益 社 団 法 人 鳥 取 県 聴 覚 障 害 者 協 会 が 協 力 し 、教 育 委 員 会 は 、聾 学 校 教

員 を 出 張 扱 い で 科 目 の 授 業 に 派 遣 し て い る 。ま た 、教 育 面 に お け る 手

話 に 関 す る 環 境 整 備 を 整 え 、手 話 普 及 支 援 員（ A 高 等 学 校 ）は 、財 政

上 の 措 置 と し て 予 算 計 上 さ れ て い る『 手 話 で 学 ぶ 教 育 環 境 整 備 事 業 費 』

よ り 派 遣 費 を 支 出 し て い る 。授 業 支 援 と し て 、講 師 の 確 保 や 手 話 普 及

支 援 員 の 活 用 な ど を 行 っ て い る 。両 高 校 と も 授 業 運 営 に 関 す る 課 題 と

し て あ げ た の は 、手 話 を 指 導 で き る 教 員 が 校 内 に い な い と い う こ と で

あ っ た 。 講 師 の 確 保 は で き て い る が 、 授 業 運 営 を 行 う 教 員 が い な い 、

手 話 を 指 導 で き る 教 員 の 養 成 も 進 め る 必 要 が あ る と の 意 見 が あ っ た 。 
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２ ） 北 海 道 石 狩 市 の 手 話 普 及 の 取 組  

 

    平 成 25 年 に 制 定 さ れ た 北 海 道 石 狩 市 の 石 狩 市 手 話 に 関 す る 基 本 条

例 （ 以 後 、 手 話 言 語 条 例 ） は 、 全 国 市 町 村 と し て は 初 の 制 定 で あ る 。 

石 狩 市 の 手 話 言 語 条 例 の 特 徴 と し て 、手 話 を 理 解 で き る 地 域 社 会 の

構 築 を 目 指 し 、出 前 講 座 の 提 供 を 数 多 く 行 っ て い る 。小・中 学 校 に お

け る 手 話 出 前 授 業 は 平 成 26 年 〜 平 成 30 年 ま で 、延 べ 691 回 、25,277

人 の 児 童 生 徒 が 受 講 し 、こ れ は 石 狩 市 の す べ て の 児 童 生 徒 が １ 回 以 上

の 授 業 を 受 け た こ と に な る 。ま た 、石 狩 市 内 の 道 立 高 校 で は 学 校 設 定

科 目「 手 話 語 」が 開 始 さ れ た 。手 話 を 学 ぶ だ け で な く 、言 語 と し て 理

解 を 深 め る こ と を 狙 い と し て い る 。言 語 と し て 位 置 付 け る 科 目 は 全 国

的 に 珍 し い 例 で あ る 。き っ か け は 生 徒 か ら の 要 望 で あ り 、条 例 が 後 押

し と な り 、同 校 は 総 合 学 科 と い う こ と も あ り カ リ キ ュ ラ ム を 比 較 的 柔

軟 に つ く る こ と が 出 来 た 。道 立 高 校 の た め 管 轄 が 違 う が 、科 目 立 ち 上

げ の 際 は 、石 狩 市 、石 狩 市 教 育 委 員 会（ 手 話 通 訳 者 派 遣 ）、道 立 教 育

委 員 会（ 予 算 ）と C 高 等 学 校 ４ 者 で 協 議 し 決 定 し た 。授 業 支 援 と し て 、

ろ う 講 師 と 手 話 通 訳 者 の 派 遣 を し て い る 。ろ う 講 師 の 人 選 は 、北 海 道

ろ う あ 連 盟 、石 狩 市 聴 覚 障 害 者 協 会 、石 狩 市 障 が い 福 祉 課 、C 高 等 学

校 ４ 者 で 協 議 し 決 定 し た と の こ と で あ る 。  

科 目 の 内 容 は 、実 技 と の 理 論 の 両 方 を 取 り 上 げ 、理 論 で は「 全 日 本

ろ う あ 連 盟 70 年 史 」 を 参 考 に ろ う 者 の 歴 史 に 触 れ る と 共 に 、 ろ う 講

師 の 体 験 や 、 地 域 学 習 と し て の ア イ ヌ 問 題 を 取 り 上 げ る 。 年 間 70 時

間 中 、理 論 35 時 間 、実 技 35 時 間 の 構 成 と な っ て い る 。課 題 と し て あ

げ ら れ て い た の は 、講 師 の 確 保 で あ る 。現 在 の 講 師 は 民 間 派 遣 非 常 勤

講 師 で あ り 、高 齢 で あ る 。次 の 講 師 を ど う す る か と い っ た 今 後 の 方 向

性 が 問 題 と し て あ げ ら れ た 。 手 話 授 業 の 状 況 を Table 2-1-2 に 示 す 。  

 

Table 2-1-2 北 海 道 立 C 高 等 学 校 で の 手 話 授 業 の 状 況  

科 目 名  「 手 話 語 」 学 校 設 定 科 目 ３ 年 自 由 選 択 科 目  

指 導 体 制  C 高 校 教 員（ 2 名 ）＋ ろ う 者 講 師 ＋ 専 任 手 話 通 訳 者（ 2 名 ） 

 

C 高 等 学 校 の 科 目「 手 話 語 」に 関 わ る 派 遣 非 常 勤 講 師 を 含 め 、専 任

手 話 通 訳 者 2 名 の 派 遣 費 は 、手 話 言 語 条 例 に よ る 財 政 上 の 措 置 と し て

石 狩 市 が 経 費 を 補 っ て い る 。手 話 教 育 の 授 業 運 営 に つ い て も 支 援 し て

い る 。  
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第 ４ 項  予 備 調 査 ま と め  

 

高 等 学 校 に お け る 手 話 教 育 普 及 の 取 組 に つ い て 、鳥 取 県 と 北 海 道 石 狩 市 は 、

条 例 の 施 策 や 方 針 に 沿 っ て 、行 政 と 教 育 委 員 会 、聴 覚 障 害 者 協 会 の 支 援 の も

と 手 話 教 育 の 取 組 が な さ れ て い る 。鳥 取 県 の Ａ 高 等 学 校 と Ｂ 高 等 学 校 は 福 祉

科 の 科 目 に 沿 っ て 実 施 し て お り 、北 海 道 の Ｃ 高 等 学 校 は 第 二 外 国 語 科 の 科 目

に お い て 実 施 し て い た 。科 目 に 関 わ る 外 部 講 師 の 雇 用 経 費 に お い て は 予 算 措

置 が と ら れ て い る 。両 方 と も 手 話 教 育 科 目 の 実 施 に お け る 課 題 と し て は 、外

部 講 師 の 確 保 や 科 目 を 指 導 で き る 教 員 の 確 保 が あ げ ら れ た 。手 話 教 育 普 及 に

つ い て は 、手 話 言 語 条 例 の 具 体 的 な 施 策 の 一 環 と し て 高 等 学 校 の 手 話 教 育 科

目 の 設 置 に 繋 が っ て い る こ と が 聞 き 取 り 調 査 に よ り 分 か っ た （ Fig.2-1-1 参

照 ） 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.2-1-1 鳥 取 県 ・ 北 海 道 石 狩 市 の 手 話 言 語 条 例 制 定 後 の 動 き  

（ 筆 者 が 聞 き 取 り 調 査 を 受 け て 作 成 ）  
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第 2 節  本 調 査 １ （ 全 国 の 手 話 教 育 実 施 校 ）  

 

予 備 調 査 の 結 果 、手 話 言 語 条 例 を 早 く 制 定 し た 自 治 体 に お い て 高 等 学 校 に

お け る 手 話 教 育 が 進 め ら れ て い る 実 態 と 手 話 教 育 の 科 目 の 詳 細 、そ し て 手 話

教 育 科 目 を 実 施 す る た め の 課 題 が 明 ら か に な っ た 。こ の 結 果 を 踏 ま え て 作 成

し た 質 問 項 目 を 用 い て 、本 調 査 １ で は 、全 国 の 手 話 教 育 を 実 施 す る 高 校 を 対

象 に 質 問 紙 調 査 を 実 施 し 、 手 話 教 育 の 実 状 を 把 握 す る 。  

 

第 １ 項  目 的  

 

本 研 究 は 、全 国 の 高 等 学 校 に お け る 手 話 教 育 の 実 状 を 質 問 紙 調 査 に て 把

握 す る こ と を 目 的 と す る 。  

 

第 ２ 項  方 法  

 

（ a）：全 国 の 高 校 生 を 対 象 と し た 手 話 の 行 事 と し て 、朝 日 新 聞 社 主 催「 ス

ピ ー チ コ ン テ ス ト 」、 鳥 取 県 主 催 「 手 話 パ フ ォ ー マ ン ス 甲 子 園 」 と

2 つ が 実 施 さ れ て い る 。こ の 全 国 的 な 手 話 関 連 行 事 に お け る 参 加 校

を 確 認 し 、 両 行 事 に 参 加 し て い る ６ 高 校 を 抽 出 し た 。  

（ b）： 一 般 財 団 法 人 全 日 本 ろ う あ 連 盟 に 加 盟 し て い る 47 都 道 府 県 の 聴 覚

障 害 者 団 体 に 対 し 、 選 択 ・ 記 述 式 の 書 面 に よ る 質 問 紙 調 査 (郵 送 方

式 )を 実 施 し 、 各 都 道 府 県 の 高 等 学 校 に お け る 手 話 教 育 の 実 施 の 有

無 を 確 認 し た 。そ の 後 、電 話 調 査 を 実 施 し 、実 際 に 手 話 教 育 を 実施

し て い る 学 校 を 37 校 確 認 し た 。予 備 調 査 済 み の 3 校 を 除 き 、34 校

と す る 。  

  (c)：上 記  (a)(b)の 手 順 で 得 ら れ た 手 話 教 育 実 施 校 40 校 の リ ス ト を 作 成

し 、 郵 送 方 式 で 手 話 教 育 実 施 校 へ の 質 問 紙 調 査 を 実 施 し た 。  

 

１ ） 対 象  

全 国 の 高 等 学 校 手 話 教 育 実 施 校 40 校  

（ 方 法（ a）で 抽 出 し た 6 校 、方 法（ ｂ ）で 抽 出 し た 34 校 、合 計 40 校 。）  

 

 

 

 



13 

 

１．基本情報

項目１ 学校名 記述式

２．実状

項目２ 手話教育の科目の立ち上げのきっかけ 選択式

項目３ 2019年度に手話教育科目を受講した生徒の実数 記述式

３．授業運営

項目４ 手話教育科目の指導計画の作成 選択式

項目５ 手話教育科目を運営するにあたっての課題 選択式

４．外部との関わり

項目６ 外部講師等の場合、主となる外部講師等の人選 選択式

項目７ 外部講師等の雇用経費                       選択式

５．生徒の関心

項目８
手話教育科目の開講により、生徒の手話への関心は高まってい

るか

選択式

手話教育実施校　質問紙概要

２ ） 質 問 項 目 の 設 定  

 

    予 備 調 査 の 鳥 取 県 と 北 海 道 石 狩 市 の 高 等 学 校 で 手 話 教 育 を 実 施 し て

い る 学 校 の 聞 き 取 り 調 査 か ら 「 手 話 言 語 条 例 の 関 り 」 、 「 手 話 教 育 科

目 の 実 施 内 容 」 、 「 手 話 教 育 科 目 実 施 に お け る 課 題 」 の 情 報 を 得 ら れ

た 。 そ れ ら を 参 考 に 質 問 項 目 を 作 成 し た 。 調 査 項 目 は 、 「 基 本 情 報

（ 学 校 名 ） 」 （ １ 問 ） 、 「 実 状 」 （ ２ 問 ） 、 「 授 業 運 営 」 （ ２ 問 ） 、

「 外 部 と の 関 わ り 」 （ ２ 問 ） 、 「 生 徒 の 関 心 」 （ １ 問 ） の 計 ８ 問 と し

た 。 Table2-2-1 に 問 い を 示 す 。 ま た 、 質 問 紙 を 資 料 に 添 付 す る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Table2-2-1 
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第 3 項  結 果  

 

回 収 状 況  

 手 話 教 育 実 施 校 40 校 中 32 校 よ り 回 答 が あ っ た （ 回 収 率 80%）。  

 

 回 収 し た ア ン ケ ー ト の 集 計 を 行 い 、図 表 で 整 理 し た 。ま た 、質 問 項 目 の 選

択 肢 の 回 答 数 を 集 計 し 、最 も 多 か っ た 回 答 と 2 番 目 に 多 か っ た 回 答 で 有 意 な

差 が あ る か ど う か を 確 認 す る た め に 、 二 項 検 定 を 行 っ た 。  

 

項 目 １  

手 話 教 育 実 施 校 回 答 校 の そ の 内 訳 Table 2-2-2 を 示 す 。  

 

Table 2-2-2 手 話 教 育 実 施 校 回 答 校 内 訳  

学 科  

公 立  私 立  

総 計  
全 日  

定 時  

通 信  
合 計  全 日  

定 時  

通 信  
合 計  

総 合 学 科  11 1 12 1   1 13 

普 通 科  5 1 6 3 1 4 10 

福 祉 科  3   3 1   1 4 

他 学 科  1 1 2 3   3 5 

計  20 3 23 8 1 9 32 
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項 目 ２   

手 話 教 育 科 目 の 立 ち 上 げ の き っ か け に つ い て 教 え て く だ さ い 。  

（ ※ 複 数 回 答 ）  

 

Fig.2-2-1 手 話 教 育 科 目 立 上 げ の き っ か け   ** p<0.01 

 

手 話 教 育 科 目 の 立 ち 上 げ の き っ か け に つ い て 最 も 多 か っ た 回 答 と ２ 番 目

に 多 か っ た 回 答 で 、 有 意 な 差 が あ る か ど う か 二 項 検 定 を 行 っ た 結 果 、「 教 育

課 程 に 科 目 が あ る 、ま た は 科 目 内 容 に 手 話 が 含 ま れ て い る 」回 答 の 方 が 有 意

に 多 か っ た （ g=0.308  p<0.01）。  

手 話 教 育 科 目 立 上 げ の き っ か け の そ の 他 の 理 由 と し て の 回 答 に つ い て は 、

下 記 の 通 り で あ る 。 Table 2-2-3 に 示 す 。  

 

Table 2-2-3 科 目 立 上 げ に つ い て そ の 他 の 理 由  
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5

3

3

0

49%

12%

7%

7%

0%

0 5 10 15 20 25

教育課程に科目がある

または、科目内容に手話が含まれている

教員からの要望

生徒からの要望

ろう者との関わりが以前からあった

手話言語条例と関連して科目を立ち上げた

多様な選択科目設定のため

科目というよりはボランティア部の活動で学んでいる時間が長い

手話に興味を持ってもらいたく有料ではあるが企画し、参加者を募集している。

生徒が様々な科目を選べるように学校を立ち上げから設置した

福祉教育の充実のため

以前の２校に科目があったから

10年以上前のことでわかりません

科目立ち上げ当時の教員がいないため不明

着任で開講されていたため不明

福祉を目的としたコースを設置したため

教育科目ではなく探求活動の一つとして取組む生徒がいる

*
*
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項 目 ３  

2019 年 度 に 手 話 教 育 科 目 を 受 講 し た 生 徒 の 実 数 に つ い て 教 え て く だ い 。  

 

2019 年 度 手 話 教 育 科 目 受 講 者 合 計  1,297 名  

 

ア ン ケ ー ト 回 収 32 校 の 2019 年 度 の 手 話 教 育 科 目 受 講 者 人 数 の 合 計 は 、

1,297 名 で あ っ た 。  

 

項 目 ４  

2019 年 度 の 手 話 教 育 科 目 に つ い て 、 指 導 計 画 は 誰 が 作 成 し て い ま す か 。  

 

Fig.2-2-2 授 業 の 指 導 計 画 作 成 者  ＊ p<0.05 

 

最 も 多 か っ た 回 答「 外 部 講 師 と 担 当 教 諭 が 一 緒 に 作 成 し て い る 」と ２ 番 目

に 多 か っ た 回 答「 外 部 講 師 が 作 成 し て い る 」ま た は「 担 当 教 員 が 作 成 し て い

る 」 間 で 有 意 な 差 が あ る か ど う か 、 二 項 検 定 を 用 い て 分 析 し た 結 果 、「 外 部

講 師 と 担 当 教 諭 一 緒 に 作 成 し て い る 」 回 答 の 方 が 有 意 に 多 か っ た (g=0.219  

p<0.05)。  

 

 

 

 

14

9

9

41%

26%

26%

0 2 4 6 8 10 12 14 16

外部講師等と担当教諭が一緒に作成している

外部講師等が作成している

担当教員が作成している

*
 *
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項 目 ５  

手 話 教 育 科 目 を 運 営 す る に あ た っ て の 課 題 は 何 で す か 。（ ※ 複 数 回 答 ）  

 

Fig.2-2-3 授 業 運 営 の 課 題  **p<0.01 

 

手 話 教 育 科 目 を 運 営 す る に あ た っ て の 課 題 で は 、最 も 多 か っ た 回 答「 指 導

を 担 当 で き る 教 員 が い な い 」、 ２ 番 目 に 多 か っ た 回 答 「 指 導 を 担 当 で き る 外

部 講 師 が い な い 」の 間 で 二 項 検 定 を 行 っ た 結 果 、有 意 な 差 が あ っ た（ g=0.333 

p<0.01)。  

そ の 他 の 理 由 Table 2-2-4 に お い て も 「 指 導 に あ た る 外 部 講 師 が い な い 。

少 な い 」と 記 さ れ 指 導 者 不 足 が 手 話 教 育 を 実 施 す る に あ た り 課 題 と な っ て い

る こ と が 示 さ れ た （ Table 2-2-4 参 照 ）。  

 

Table 2-2-4 手 話 教 育 科 目 を 運 営 す る に あ た っ て の そ の 他 の 理 由  

 

20

4

2

0

2

71%

14%

7%

0%

7%

0 5 10 15 20 25

指導を担当できる教員がいない。

指導を担当できる外部講師等がいない。

指導計画の作成が難しい。

外部講師等の雇用経費を予算計上できない。

無回答（記載なし）

*
*

外部講師が見つかりにくい。手話はできてもその指導ができることとは別問題である

外部講師の高齢化

生徒から授業料を徴収して募集しているが参加者が少ない

聞こえる講師が担当しているが、聞こえない講師一人で授業をできるような手立てを確立できていない。

指導を担当できる外部講師が少ない

校内の教員では指導できない

特になし（３）

ろう講師の確保

評価・評定

定期試験の難易度の調整（平均点の調整）
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項 目 ６  

外 部 講 師 等 の 場 合 、 主 と な る 講 師 の 人 選 は ど の よ う に し て い ま す か 。  

（ ※ 2019 年 度 ）  

 

Fig.2-2-4 手 話 教 育 に お け る 外 部 講 師 の 人 選  ** p<0.01 

 

外 部 講 師 の 人 選 に つ い て 、二 項 検 定 を 行 っ た 結 果 、最 も 多 か っ た 回 答「 聴

覚 障 害 者 等 か ら の 紹 介 」と 2 番 目 に 多 か っ た 回 答「 教 員 又 は 外 部 講 師 か ら の

紹 介 」よ り も 有 意 に 多 か っ た（ g=0.233 p<0.01）。し か し 、本 調 査 は 聴 覚 障

害 者 協 会 の 情 報 提 供 を も と に 実 施 さ れ て い る た め 、こ の 結 果 が 出 る こ と は 予

想 さ れ た 通 り で あ っ た 。  
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25%

6%

0%
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聴覚障害者協会等からの紹介

教員又は外部からの紹介

その他

教育委員会の紹介

*
*

 



19 

 

項 目 ７  

外 部 講 師 等 の 雇 用 経 費 は ど う さ れ て い ま す か 。（ 2019 年 度 ）  

 

Fig.2-2-5 外 部 講 師 等 の 雇 用 経 費 に つ い て  ** p<0.01 

 

外 部 講 師 等 の 雇 用 経 費 を ど こ か ら 捻 出 し て い る の か 尋 ね た 。 二 項 検 定 を

行 っ た 結 果 、 最 も 多 か っ た 回 答 「 教 育 委 員 会 （ 県 ） か ら 助 成 」 が 、 2 番 目

に 多 か っ た 回 答 「 学 校 の 私 費 よ り 支 出 し た 」 よ り 有 意 に 多 か っ た

（ g=0.240  p<0.01）。 手 話 教 育 実 施 校 で は 、 雇 用 経 費 に つ い て 支 出 先 が 担

保 さ れ て い る 。 雇 用 経 費 が 発 生 し な か っ た 1 校 に つ い て は 、「 総 合 的 な 学 習

の 時 間 」 で の 実 施 で あ っ た 。 そ の 他 の 理 由 を Table 2-2-5 に 示 す 。  

 

Table 2-2-5 外 部 講 師 の 様 経 費 そ の 他 の 理 由  
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63%

19%
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教育委員会より助成が出た（県費等）

学校の私費より支出した

雇用経費は発生しなかった

（ボランティア等）

その他

社会人講師招致授業により、毎年予算が付くとは限らない

本格的には部活動です。その場合経費が高く苦しいです

生徒からの徴収

私学につき人件費として支出

*
*
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項 目 ８  

手 話 教 育 科 目 の 開 講 に よ り 、 生 徒 の 手 話 へ の 関 心 は 高 ま っ て い ま す か 。  

 

Fig.2-2-6 生 徒 の 手 話 へ の 関 心  ** p<0.01 

 

生 徒 の 手 話 へ の 関 心 に お い て 二 項 検 定 を 行 っ た 結 果 、 最 も 多 か っ た 回 答

「 高 ま っ て い る 」が 、2 番 目 に 多 か っ た 回 答「 特 に 変 化 は な い 」よ り 有 意 に

多 か っ た （ g=0.375  p<0.01）。  

手 話 教 育 の 実 施 科 目 に お い て 、生 徒 の 手 話 へ の 関 心 に 変 化 が 生 じ た こ と が

示 さ れ た 。  

 

第 ４ 項  本 調 査 １  結 果 ま と め  

 

手 話 教 育 実 施 校 へ の 質 問 紙 調 査 で は 、40 校 中 32 校 の 回 答 を 得 ら れ た 。手

話 教 育 科 目 の 立 ち 上 げ に つ い て は 、「 教 育 課 程 に 科 目 が あ る 、 科 目 の 内 容 に

手 話 が 含 ま れ て い る 」が 多 数 を 占 め た 。科 目 に お い て は 、福 祉 科 目「 コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン 技 術 」又 は 、科 目 の 実 施 内 容 に 合 わ せ て 学 校 設 定 科 目 で 実 施 す

る 学 校 が 多 い こ と が 分 か っ た 。ま た 、手 話 授 業 の 指 導 は 外 部 講 師 が 中 心 と な

り 運 営 し て い る 。そ の 雇 用 経 費 に つ い て は 確 保 さ れ て い る が 、校 内 で 担 当 で

き る 教 員 が い な い こ と や 外 部 講 師 の 確 保 が 難 し い と い っ た 課 題 が 見 出 さ れ

た 。  
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*
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21 

 

第 ３ 節  本 調 査 ２ （ 神 奈 県 手 話 教 育 普 及 の 取 組 ）  

 

第 １ 項  目 的   

 

手 話 言 語 条 例 が 都 道 府 県 の 中 で は 鳥 取 県 に 次 ぐ ２ 番 目 に 制 定 さ れ た 神

奈 川 県 を 取 り 上 げ 、神 奈 県 の 高 等 学 校 に お け る 手 話 教 育 普 及 の 取 組 に つ い

て 現 状 を 把 握 す る 。  

 

第 2 項  方 法  

 

 対 面 に よ る 聞 き 取 り 調 査  

 

１ ） 対 象  

 

神 奈 川 県 福 祉 子 ど も み ら い 局  福 祉 部 地 域 福 祉 課  

神 奈 川 県 教 育 局  指 導 部 高 校 教 育 課  

公 益 社 団 法 人 神 奈 川 県 聴 覚 障 害 者 協 会  

 

 ２ ） 調 査 期 間  

 

    令 和 3 年 10 月 下 旬  

 

３ ） 調 査 内 容  

 

手 話 言 語 条 例 の 学 校 に お け る 手 話 普 及 の 取 組 、 神 奈 川 県 内 高 等 学

校 へ 手 話 教 育 の 支 援 、 手 話 教 育 科 目 の 実 施 経 緯 や 科 目 内 容 な ど  

 

第 3 項  本 調 査 ２  結 果  

 

神 奈 川 県 の 学 校 教 育 に お け る「 手 話 」の 取 組 で は 、平 成  28 年 度 〜 平 成  32

年 度（ ５ 年 間 ）「 神 奈 川 県 手 話 推 進 計 画 」の 施 策 の 関 り が 大 き い 。手 話 の 普

及 等 を 推 進 す る た め の 手 話 普 及 の 3 つ の 柱 に 沿 っ て 実 施 し て お り 、教 育 現 場

で は 、学 習 教 材 の 作 成・提 供（ 小 学 4 年・中 学 1 年・高 校 1 年 ）、手 話 教 材

の 動 画 の 配 信 を 実 施 し て い る （ Fig.2-3-1 参 照 ） 。  
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〔 神 奈 川 県 手 話 推 進 計 画 〕  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.2-3-1 手 話 推 進 計 画 イ メ ー ジ  

（ 筆 者 が 聞 き 取 り 調 査 を 受 け て 作 成 ）  

  

高 等 学 校 に お け る 手 話 普 及 の 取 組 で は 、 平 成 28 年 度 よ り 毎 年 ５ 月 ５ 日 の

「 手 話 記 念 日 」を 含 め た １ カ 月 間 を 学 校 に お け る 手 話 の 取 組 強 化 月 間（ 手 話

月 間 事 業 ） と し 、 こ の 期 間 を 中 心 に 、 各 学 校 の 実 状 や 生 徒 の 実 態 に 応 じ て 、

手 話 の 普 及 に 向 け た 取 組 を 行 っ て い る 。手 話 月 間 事 業 は 神 奈 川 県 す べ て の 高

等 学 校 に 取 組 報 告 の 提 出 が 毎 年 指 示 さ れ て お り 、手 話 普 及 の 手 立 て と し て シ

ス テ ム が 確 立 さ れ て い る 。こ の 実 施 報 告 は 県 立 高 等 学 校 及 び 県 立 中 等 教 育 学

校 す べ て の 学 校 が 対 象 と な っ て お り 、報 告 書 回 収 率 は 100％ で あ る 。こ の よ

う に 高 等 学 校 の 手 話 普 及 や 啓 発 に お い て 、報 告 を 課 し て い る 県 は 今 の と こ ろ

神 奈 川 県 の み と 思 わ れ る 。  

一 方 、神 奈 川 県 内 の 高 等 学 校 に お け る 手 話 教 育 の 科 目 設 置 に つ い て 、教 育

委 員 会 は い く つ か 例 と し て 確 認 は し て い る が 、手 話 教 育 実 施 校 全 て の デ ー タ

を 把 握 し て い な か っ た 。手 話 教 育 に 携 わ る 外 部 講 師 の 人 選 等 に つ い て も 各 学

校 に 任 せ て い る た め 、教 育 委 員 会 と し て の 把 握 が な い こ と が 明 ら か に な っ た 。

ま た 、県 聴 覚 障 害 者 協 会 に お い て も 、当 事 者 団 体 と し て 神 奈 川 県 手 話 推 進 計

画 の 手 話 普 及 に は 携 わ っ て い る が 、高 等 学 校 に お け る 手 話 教 育 と の 直 接 的 な

関 り は 見 ら れ な か っ た 。神 奈 川 県 で は 、手 話 教 育 に 関 し て 、各 学 校 と 教 育 委

員 会 と 聴 覚 障 害 者 協 会 の 三 者 の 連 携 は 図 ら れ て い な い 。ま た 、教 育 委 員 会 で

執 行 で き る 手 話 推 進 計 画 の 運 営 に か か わ る 費 用 な ど の 予 算 措 置 は ほ と ん ど

な い 状 況 で あ る こ と が 、教 育 委 員 会 と 聴 覚 障 害 者 協 会 へ の 聞 き 取 り に よ り 明

ら か と な っ た 。  

・市町村と連携した手話

普及の活動  

・学習教材の配布  

教員向けに手話基本研修

の実施  

・小中学校における手話

に関する取組事例集の作

成  

・県立高等学校及び中等

教育学校による手話強化

月間の取組  
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第 ４ 節  本 調 査 ３ （ 神 奈 県 立 高 等 学 校 の 手 話 ニ ー ズ 調 査 ）  

 

第 1 項  目 的  

 

神 奈 川 県 立 高 校 に 対 し 質 問 紙 調 査 を 実 施 し 、今 後 の 手 話 教 育 の 普 及 に 必 要

な 条 件 を 検 討 す る 。  

 

第 2 項  方 法  

 

Google Form を 用 い た 。  

 

１ ） 対 象  

 

神 奈 川 県 立 高 等 学 校 140 校 （ 中 等 教 育 含 む ） 学 校 長 宛  

 （ 市 立 高 校 、私 学（ 学 校 法 人 ）で は 組 織 が 違 う 為 、市 立 高 校 、私 学（ 学

校 法 人 ） を 対 象 と し な い ）  

 

２ ） 調 査 期 間  

 

令 和 3 年 9 月 13 日 〜 平 成 3 年 11 月 9 日  

    

３ ） 質 問 項 目 の 設 定  

 

質 問 項 目 は 、予 備 調 査 の 鳥 取 県 と 北 海 道 石 狩 市 の 高 等 学 校 で 手 話 教

育 を 実 施 し て い る 学 校 の 聞 き 取 り 調 査 か ら 得 ら れ た「 手 話 言 語 条 例 の

関 り 」、「 手 話 教 育 科 目 の 実 施 内 容 」、「 手 話 教 育 科 目 実 施 に お け る

課 題 」 を 参 考 に 作 成 し た 。  

質 問 内 容 は 、「 基 本 情 報（ 学 校 名 ）」（ １ 問 ）、「 実 状 」（ ２ 問 ）、

「 手 話 教 育 の 関 心 」（ ５ 問 ）、「 手 話 普 及 の 取 組 」（ ２ 問 ）、「 手 話

へ の 意 見 」 （ １ 問 ） の 計 11 問 と し た 。  

「 実 状 」で は 、手 話 言 語 条 例 と の 関 り が あ る か 確 認 し た 。「 手 話 教

育 の 関 心 」で は 、手 話 教 育 に 関 心 が あ る か 、手 話 教 育 実 施 の 可 能 性 に

つ い て 尋 ね た 。「 手 話 普 及 の 取 組 」で は 、実 施 し た 手 話 教 育 普 及 の 取

組 の 有 無 を 確 認 し た 。最 後 に 、学 校 教 育 現 場 で 手 話 に つ い て ど の よ う
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に 考 え て い る か を 自 由 記 述 で 尋 ね た 。質 問 の 流 れ に つ い て は 以 下 の 通

り と し た 。 Table 2-4-1 に 問 い を 示 す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．基本情報

項目１ 学校名 記述式

２．実状

項目２ 手話を取扱った授業の実施について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（選択式）選択式

項目３ 手話言語条例制定前から実施している 選択式

項目４ 手話授業の取組みに関心があるか　 選択式

項目５ 手話を取組むために必要だと思う内容　 選択式

項目６ 手話授業実施の課題が解決された場合、手話授業実施の可能性 選択式

項目７ 手話授業を取り入れる可能性があると思われる理由　 選択式

項目８ 手話授業を取り入れない理由　 選択式

４．手話普及の取組

項目９ 生徒を対象に手話（授業）に関心があるかアンケート調査を実施したか 選択式

項目10 授業以外で手話の取組みを実施したか   選択式

５．手話への意見

項目11 学校教育現場における手話について自由記述　　　 記述式

神奈川県立高校手話教育に対するニーズ調査　　質問紙概要

３．手話教育の関心

Table 2-4-1 
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Fig.2-4-1 質 問 の 構 成  
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第 ３ 項  本 調 査 ３  結 果  

 

回 収 状 況  

神 奈 川 県 立 高 校 140 校 中 79 校 か ら 回 答 が あ っ た （ 回 収 率 56.4%）。  

 

回 収 し た ア ン ケ ー ト の 集 計 を 行 い 、図 表 で 整 理 し た 。ま た 、質 問 項 目 の 選

択 肢 の 回 答 数 を 集 計 し 、最 も 多 か っ た 回 答 と 2 番 目 に 多 か っ た 回 答 に 二 項 検

定 を 行 い 有 意 差 が あ る か を 確 認 し た 。 ま た 、 設 問 の 選 択 肢 が 3 つ の 場 合 は 、

母 比 率 ラ イ ア ン 多 重 比 較 を 行 っ た 。  

 

項 目 １  

 手 話 を 取 扱 っ た 授 業（ 手 話 授 業 ）を 実 施 し て い る か を 尋 ね た 。実 施 の 有

無 を Fig.2-4-2 に 示 す 。  

 

Fig.2-4-2 手 話 授 業 の 実 施 の 有 無  

 

 手 話 授 業 実 施 の 有 無 に つ い て 母 比 率 ラ イ ア ン 多 重 比 較 を 行 っ た 結 果 、3 つ

の 選 択 肢 に 有 意 差 が あ っ た  (x2(2)=41.418 p<.01)。母 比 率 ラ イ ア ン 多 重 比

較 を 用 い た 多 重 比 較 に よ れ ば 、「 実 施 し て い な い 」 は 「 無 回 答 」 と 有 意 差 が

な く (p=0.597)、そ れ 以 降 の「 実 施 し て い る 」よ り も 有 意 に 多 か っ た (p=0)。

ま た 、「 無 回 答 」は「 実 施 し て い る 」よ り も 有 意 に 多 か っ た (p=0)。実 施 し て

い な い 高 校 が 無 回 答 と な っ た 可 能 性 は 高 い 。  
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項 目 2  

Table 2-4-2 

 

※ 手 話 授 業 に つ い て は 、 １ 年 間 を 通 し て 実 施 し て い る こ と を 条 件 と し た 。  

 

手 話 を 取 扱 っ た 授 業 を 実 施 し て い る 11 校 の 手 話 実 施 の 科 目 名 を 示 す 。  

「 社 会 福 祉 基 礎 」は 福 祉 科 の 科 目 、「 総 合 的 探 求 の 時 間 」は 調 べ 学 習 、「 音

楽 」は 芸 術 科 、そ し て「 手 話 」は 学 習 指 導 要 領 に 科 目 の 設 定 は な い 為 、学 校

独 自 で 設 定 し て い る 科 目 に な る （ Table 2-4-2） 。  
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項 目 ３  

手 話 教 育 を 実 施 し て い る 11 校 に 対 し 、手 話 言 語 条 例 前 か ら 実 施 し て い る

か た ず ね た 。 回 答 結 果 を Fig.2-4-3 に 示 す 。  

 

Fig.2-4-3 手 話 科 目 の 実 施 時 期    

 

二 項 検 定 を 行 っ た 結 果 、「 手 話 言 語 条 例 の 前 か ら 実 施 し て い る 」 と 「 後 か

ら 実 施 し た 」 で は 回 答 の 有 意 差 は 見 ら れ な か っ た （ g=0.136  p>0.10）。  

手 話 言 語 条 例 制 定 後 か ら 実 施 し て い る 4 校 に つ い て は 、手 話 言 語 条 例 と の

関 係 性 を 確 認 で き な か っ た 。そ の た め 、手 話 言 語 条 例 の 制 定 と の 関 係 性 は 明

ら か に で き て い な い 。  
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項 目 ４   

項 目 １ で 手 話 授 業 を 「 ② 実 施 し て い な い 」 と 回 答 し た 68 校 に 手 話 授 業 の

取 組 に 関 心 が あ る か た ず ね た 。 回 答 結 果 を Fig.2-4-4 に 示 す 。  

 

Fig.2-4-4 手 話 授 業 の 実 施 に つ い て 関 心 度  

 

手 話 授 業 を 実 施 し て い な い 68 校 の う ち 、 手 話 授 業 の 取 組 に 「 ① 関 心 が あ

る 」８ 校（ 11.8％ ）、「 ② 関 心 は あ る が 実 施 で き る（ 教 え ら れ る ）人 が い な い 」

44 校（ 64.7％ ）、「 関 心 が な い 」9 校（ 13.2％ ）、「 そ の 他 」７ 校（ 10.3％ ）の

回 答 を 得 た 。「 ① 関 心 が あ る 」「 ② 関 心 は あ る が 実 施 で き る（ 教 え ら れ る ）人

が い な い 」を 合 わ せ た 数 は 76.5％ に な る 。手 話 教 育 を 実 施 し て い な い 学 校 の

約 80％ 以 上 は 手 話 の 授 業 に 関 心 が あ る と い う こ と が わ か っ た 。  

そ の 他（ 自 由 記 述 ）の 回 答 を 見 る と 、「 教 育 課 程 に 位 置 付 け ら れ な い 」、「 実

施 が 難 し い 」 と の 意 見 が み ら れ る 。 自 由 記 述 の 回 答 を Table 2-4-3 に 示 す 。 
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Table 2-4-3 （ 自 由 記 述 ） 手 話 教 育 実 施 に つ い て  

・ 関 心 は あ る が 、 教 育 課 程 に 位 置 付 け る に は 無 理 が あ る  

・ 教 育 課 程 に 位 置 づ け る の は 無 理 が あ る  

・ ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ技 術 の 授 業 の 中 で 、 3 分 の １ 単 位 時 間 程 度 取 り 組 ん で い る  

・ 関 心 が な い わ け で は な い が 、 必 要 に 迫 ら れ て い な い  

・ 関 心 が あ り 、 1 年 で は な い が 授 業 の 中 で 取 り 組 ん で い る  

・ 教 育 課 程 上 、 実 施 が 難 し い  

・ 手 話 授 業 の 取 組 に 関 心 は あ る が 、 手 話 を 授 業 で 年 間 通 し て 教 え る こ と

は 難 し い と 考 え る  
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項 目 ５  

項 目 ４ の「 ① 関 心 が あ る 」8 校 、「 ② 関 心 は あ る が 実 施 で き る 人 が い な い 」

44 校 、「 そ の 他 」 ７ 校 、 合 計 59 校 に 対 し 、 手 話 の 授 業 の 取 組 で 必 要 な こ と

を 複 数 選 択 で 尋 ね た 。 回 答 結 果 を Fig.2-4-5 に 示 す 。  

 

Fig.2-4-5 手 話 の 授 業 の 取 組 で 必 要 な こ と  

 

 複 数 選 択 で 128 の 回 答 が 得 ら れ た 。「 手 話 授 業 を 担 当 で き る 教 諭 の 配 属 」

と 「 手 話 講 師 を 配 置 す る 予 算 」 に 対 し て 二 項 検 定 を 行 っ た 結 果 、 有 意 差 は

見 ら れ な か っ た （ g=0.0139 p>0.10）。  

手 話 教 育 を 実 施 す る た め の 予 算 に つ い て は 、手 話 教 育 を 実 施 し て い な い 学

校 で は「 手 話 講 師 を 配 属 す る 予 算 」が 必 要 で あ る と 考 え て い る こ と が 明 ら か

に な っ た 。一 方 、本 調 査 １ の 手 話 教 育 実 施 校 の 調 査 で は 雇 用 経 費 に つ い て は

問 題 と な ら な か っ た 。手 話 教 育 を 実 施 し て い る 学 校 と そ う で な い 学 校 と の 差

が 示 さ れ た 。 そ の 他 の 自 由 記 述 の 回 答 を Table 2-4-4 に 示 す 。  

 

Table 2-4-4 そ の 他  手 話 の 授 業 の 取 組 で 必 要 な こ と （ 自 由 記 述 ）  

・手 話 講 師 の 資 質 能 力 。高 校 生 な ど の 子 ど も に 教 え る の は 、カ ル チ ャ ー ス

ク ー ル の よ う に 興 味 を も っ て 学 ぶ 聴 者 と は 違 う 。教 員 同 様 に 、教 え 方 や

生 徒 と の 関 係 づ く り な ど の 工 夫 が 求 め ら れ る 。手 話 サ ー ク ル 参 加 者 や ろ

う 者 と い う だ け で 講 師 役 が 務 ま る と は 限 ら な い 。も ち ろ ん ろ う 者 の 方 か

ら 当 事 者 の 話 を 聞 く よ う な 機 会 は 重 要 で あ り 手 話 学 習 の 中 に は 、手 話 だ

け で な く ろ う 者 の 生 活 に つ い て も 触 れ る 必 要 が あ る 。  

・ 教 育 課 程 の 変 更   

・ 総 合 的 な 探 求 の 時 間 で の 時 間 数 確 保   

・ 科 目 に よ っ て は 、 紹 介 程 度 は で き る が 継 続 す る 時 間 が な い   
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項 目 ６  

項 目 ４ の「 ① 関 心 が あ る 」8 校 、「 ② 関 心 は あ る が 実 施 で き る 人 が い な い 」

44 校 、「 そ の 他 」７ 校 、合 計 59 校 に 対 し 、項 目 ５ の 課 題 が 解 決 さ れ た 場 合 、

自 由 選 択 や 学 校 設 定 科 目 で 手 話 授 業 を 取 り 入 れ る 可 能 性 は あ る か を 尋 ね た 。

回 答 結 果 を Fig.2-4-6 に 示 す 。  

 

Fig.2-4-6 手 話 授 業 の 実 施 の 可 能 性  

 

手 話 授 業 の 実 施 の 可 能 性 に お い て 母 比 率 ラ イ ア ン 多 重 比 較 を 行 っ た 結 果 、

3 つ の 選 択 肢 に 有 意 差 が あ っ た 。(χ 2(2)=21.593 p<0.01)。「 可 能 性 は あ る 」

と「 可 能 性 は 少 な い 」 の 間 で 有 意 差 が 認 め ら れ た（ p=0.005）。ま た 、「 可 能

性 は あ る 」と「 可 能 性 は な い 」の 間 で 有 意 差 が 認 め ら れ た（ p=0.005）。しか

し 、「 可 能 性 は 少 な い 」 と 「 可 能 性 は な い 」 の 間 に は 有 意 差 は 見 ら れ な か っ

た  (p<0.0002)。全 体 の 74.6％ が 手 話 科 目 の 実 施 の 可 能 性 は 低 い と 回 答 し て

い る こ と に な る 。  
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項 目 ７  

手 話 授 業 を 取 り 入 れ る 「 ① 可 能 性 が あ る 場 合 」 と 答 え た 15 校 に 対 し 、 取

り 入 れ る 可 能 性 が あ る と 思 う 理 由 は 何 か を 複 数 選 択 で 尋 ね た 。 Fig.2-4-7 に

示 す 。  

 

Fig.2-4-7 手 話 授 業 実 施 の 理 由  

 

複 数 選 択 で 30 の 回 答 を 得 た 。「 生 徒 の 学 び を 充 実 す る こ と が で き る 」８ 校

（ 27％ ）、「 手 話 の 普 及 に つ な が る 」８ 校（ 27％ ）が 同 数 と な っ た 。15 校 中 、

11 校 は 、 ２ つ 以 上 の 理 由 を 選 択 し 、 多 岐 に わ た る 理 由 を あ げ て い る 。 そ の

他 の 自 由 記 述 を Table 4-2-5 に 示 す 。  

 

Table 2-4-5 そ の 他  手 話 授 業 実 施 の 理 由 に つ い て （ 自 由 記 述 ）  

・ 必 須 で は な い が 現 在 ニ ー ズ が あ る  

・ 多 様 性 へ の 理 解 が 広 が る  
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項 目 ８  

手 話 授 業 を 取 り 入 れ る 「 ② 可 能 性 が 少 な い 」 8 校 又 は 、「 ③ 可 能 性 が な い 」

3 と 答 え た 36 校 、 合 計 44 校 に 対 し そ の 理 由 を 複 数 回 答 で 尋 ね た 。 Fig.2-4-

8 に 示 す 。  

 

Fig.2-4-8 手 話 授 業 を 取 り 入 れ な い 理 由  

 

手 話 授 業 を 取 り 入 れ る 「 ② 可 能 性 が 少 な い 」 又 は 、「 ③ 可 能 性 が な い 」 と

回 答 し た 44 校 よ り 、 133 の 回 答 を 得 た 。「 科 目 と し て の 設 定 が 難 し い 」 が

29％ と 最 も 多 く 、次 い で「 科 目 を 担 当 で き る 教 諭 が い な い 」24％ と 続 い て い

る 。こ の 結 果 は 、項 目 ５ と 同 様 に 課 題 と し て あ げ ら れ て い る 。そ の 他 と し て

Table 2-4-6 に 自 由 記 述 を 示 す 。  

 

Table 2-4-6 そ の 他  手 話 授 業 を 取 り 入 れ な い 理 由 （ 自 由 記 述 ）  

・ 福 祉 教 科 が あ れ ば 可 能  

・ 総 合 学 科 の 場 合 は 可 能 で あ る が 、 普 通 科 で は 難 し い  

・ ど の 教 科 、 科 目 で 取 り 扱 う か 不 明  

・ 県 が 学 校 設 定 科 目 を 開 設 し な い 方 向 で あ る 。 開 講 が 難 し い  

手 話 を 取 り 入 れ ら れ な い 理 由 と し て 、自 由 記 述 に も あ る よ う に 科 目 の 取 扱

に つ い て の 意 見 が 比 較 的 多 い こ と か ら 、 学 習 指 導 要 領 の 関 り が 推 察 で き る 。 
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項 目 ９  

140 校 全 て の 高 校 に 対 し て 、「 今 年 度 、ま た は 過 去 に 生 徒 を 対 象 に 手 話（ 授

業 ）に 関 心 が あ る か ア ン ケ ー ト 調 査 を し た こ と が あ る か 」の ア ン ケ ー ト の 実

施 の 有 無 を 尋 ね た と こ ろ 、 79 校 の 回 答 が 得 ら れ た 。 Fig.2-4-9 に 示 す 。  

 

 

 

Fig.2-4-9 生 徒 に 手 話 に 関 わ る ア ン ケ ー ト 調 査 の 有 無  

 

生 徒 を 対 象 と し た「 手 話 へ の 関 心 」に つ い て ア ン ケ ー ト の 実 施 に つ い て は 、

「 実 施 し た 経 験 が な い 」73 校（ 92.4％ ）が 最 も 多 く 、「 実 施 し た こ と が あ る 」

高 校 は 5 校（ 6.3％ ）、「 わ か ら な い 」１ 校（ 1.３ ％ ）で あ っ た 。普 段 の 教 育 活

動 の 中 で 実 施 す る 場 面 が な か っ た も の と 推 察 さ れ る 。  

一 方 、ア ン ケ ー ト 調 査 を 実 施 し た こ と の あ る ５ 校 の う ち 3 校 は 、委 員 会 活

動 や 手 話 講 演 会 、授 業 の ア ン ケ ー ト 調 査 で 実 施 し て い る こ と が 分 析 に よ り 判

明 し た 。し か し 、残 り 2 校 に つ い て は 、ど の よ う な 経 緯 で 実 施 し た の か 明 ら

か に す る こ と は で き な か っ た 。  
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項 目 10  

県 立 高 等 学 校 140 校 に 対 し 、 授 業 と 手 話 月 間 事 業 以 外 で 手 話 の 取 組 を 実

施 し た か を 尋 ね た 。  

 

Fig.2-4-10 授 業 と 手 話 月 間 事 業 以 外 で の 手 話 の 取 組  **p<0.01 

 

授 業 と 手 話 月 間 以 外 で 手 話 の 取 組 を し て い た の は 15 校（ 19.0％ ）、実 施 し

て い な い は 64 校 （ 81.0％ ） で あ っ た 。  

二 項 検 定 を 行 っ た 結 果 、「 実 施 し た 」 と 「 実 施 し て い な い 」 で は 有 意 差 が

認 め ら れ た （ g=0.3101  p<0.01）。  

 

［ そ の 他 ］ 自 由 記 述  

・ 朝 の ホ ー ム ル ー ム で の 紹 介   

・入 学 式 、卒 業 式 、学 校 説 明 会 で 生 徒 が 手 話 通 訳 を す る 。教 員 の 手 話 講 習

会 で サ ポ ー タ ー と し て の 手 伝 い を さ せ る   

・ 体 育 祭 の 開 会 あ い さ つ で 手 話 を 取 り 入 れ た   

・社 会 福 祉 委 員 会 の 活 動 の 一 環 と し て 、文 化 祭 で 展 示 や 発 表 を 行 っ て い る

今 年 度 は 動 画 の 上 映 を 行 う 予 定   

・ 手 話 講 演 会   
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・ ロ ン グ ホ ー ム ル ー ム で 簡 単 な ゲ ー ム   

・挨 拶 な ど の 手 話 を 掲 示 物 で 体 育 祭 で の 手 話 ダ ン ス 、1 学 年 オ リ エ ン テ ー

シ ョ ン 合 宿 の ク ラ ス で の 手 話 の 振 り 付 け に よ る 歌 の 発 表 、手 話 で あ い さ

つ DAY 

・ 以 前 、 生 徒 会 の 活 動 誌 で 掲 載 し て い た   

・ 地 域 連 携 活 動 に お い て 、 手 話 を ま じ え た 合 唱 の 発 表 を 行 っ た   

・ 生 徒 会 に よ る あ い さ つ 運 動 、 手 話 絵 の 掲 示   

・ 教 職 員 の 研 修   

・ 学 校 行 事 の 際 の 手 話 講 座   

・ 手 話 （ 単 語 ） を 紹 介 す る ポ ス タ ー の 作 成 と 掲 示   

・ 福 祉 委 員 に よ る 手 話 に 関 す る 資 料 の 掲 示   

 

手 話 月 間 事 業 以 外 の 取 組 は 、県 か ら の 要 請 と は 別 の 活 動 で あ る 。そ の 活 動

内 容 を 見 る と 、 手 話 の 理 解 や 普 及 に つ い て の 啓 発 活 動 が 主 な 内 容 で あ っ た 。 
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項 目 11  

学 校 教 育 場 面 に お け る 手 話 に 関 す る 意 見 を 自 由 記 述 に て 回 答 し て も ら っ

た 。 30 校 よ り 寄 せ ら れ た 回 答 を Table2-4-7 に 示 す 。 下 線 太 字 は 筆 者 が キ

ー ポ イ ン ト と み な し た 部 分 で あ る 。  

 

Table 2-4-7 手 話 に 関 す る 自 由 記 述 一 覧  

1）  手 話 を 広 め る に は 学 校 現 場 よ り も 人 気 俳 優 な ど に よ る ド ラ マ 等 の メ デ

ィ ア の ほ う が 圧 倒 的 だ と 思 い ま す 。 学 校 現 場 で 広 め て い く た め に は 必

ず や ら な け れ ば い け な い も の に 位 置 付 け な い 限 り 他 に や る こ と が 多 岐

に わ た る た め 厳 し い で す 。  

2）  必 要 な 場 面 が あ れ ば 学 び へ の 関 心 が 高 ま る 。  

3）  手 話 学 習 は 言 語 で あ る こ と か ら 、 英 語 と 同 じ よ う に 必 要 に 迫 ら れ な い

と な か な か 身 に 付 き に く い 。 そ う い う 意 味 で 、 ろ う 者 と 聴 者 が 関 わ る

機 会 が 学 校 教 育 の 中 で 増 え て い く こ と が 必 要 だ と 思 い ま す 。 し か し 、

そ の た め の 準 備 等 を 進 め ら れ る だ け の 体 力 や 人 材 が 学 校 に は な い と 考

え ま す 。  

4）  回 答 者 は 以 前 、 別 の 県 で ろ う 学 校 に 勤 め て い た 経 験 が あ り 、 授 業 の 中

で 手 話 に 関 す る 授 業 を し て い る 。設 問 の １ で「 1 年 間 を 通 し て 教 え て い

る こ と を 前 提 と し て い ま す 」と あ っ た の で 、【 実 施 し て い な い 】と 回 答

し た 。 授 業 の 中 で は 指 文 字 や 手 話 に よ る 挨 拶 、 簡 単 な 会 話 に つ い て 教

え て い る 。 生 徒 も 興 味 を も っ て 取 り 組 ん で い る 。 手 話 の 理 解 が 広 ま る

こ と は 非 常 に よ い こ と で 、今 後 の 共 生 社 会 の 実 現 に も つ な が っ て く る 。

大 学 の 教 員 養 成 の 中 に 、 手 話 に 関 す る 講 座 を 入 れ 、 手 話 が で き る 人 材

を 広 げ て い く こ と が で き な い と な か な か 学 校 の 中 で は 広 が っ て い か な

い の で は な い か と 思 う 。  

5）  年 間 を 通 し た 手 話 授 業 と な る と 、 教 育 課 程 （ カ リ キ ュ ラ ム ） に 入 れ る

よ う な 学 科 （ 科 目 ） が な け れ ば 難 し い で す 。 本 校 で は 総 合 ビ ジ ネ ス 科

に 国 際 分 野 が あ り ま す が 、 手 話 授 業 を 取 り 入 れ る 可 能 性 は 低 い で す 。  

6）  手 話 だ け で な く 、要 約 筆 記 の 方 が 、評 判 が 良 い で す 。2 つ 一 緒 に ア ピ ー

ル し て み る 。  

7）  手 話 の 授 業 は 非 常 勤 講 師 （ そ の 道 の ベ テ ラ ン の 方 ） に お 願 い し て い ま

す が 、 高 齢 に な り つ つ あ り ま す 。 本 校 で 十 数 年 に 渡 り 講 師 を お 願 い し

て い ま す 。 今 後 、 代 わ り に な る 方 が 見 つ か る か 心 配 し て い ま す 。  
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8）  現 状 の 仕 事 量 や 教 員 数 で は 、 手 話 を 必 要 と す る 生 徒 が 入 学 し て く る 等

き っ か け が な い と な か な か 取 り 組 め な い と 感 じ る 。  

9）  学 校 で は 、授 業 よ り も（ 部 活 動 、委 員 会 、ホ ー ム ル ー ム 等 ）で の 取 組 を

推 進 す る ほ う が 現 実 的 だ と 思 わ れ る 。 県 下 に は 「 高 校 生 ボ ラ ン テ ィ ア

大 会 」の よ う な 発 表 の 機 会 も あ り 、（ 本 校 は 参 加 し て い な い が ）継 続 的

に 参 加 し て い る 学 校 が あ る 。 昨 今 は 手 話 ソ ン グ が 「 声 を 出 さ な い パ フ

ォ ー マ ン ス 」 と し て 感 染 拡 大 防 止 の 観 点 か ら 注 目 さ れ て い る 側 面 も あ

り 、 コ ロ ナ 禍 が か え っ て 手 話 普 及 の 促 進 に 繋 が る か も し れ な い 。  

10） イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 実 践 校 で は 、 推 進 さ れ て い る か も し れ ま せ ん 。  

11） 昨 年 度 、 パ ラ リ ン ピ ア ン に よ る 講 演 会 を 実 施 し 、 生 徒 の 障 が い へ の 理

解 を 深 め た が 、 手 話 や ろ う 者 に つ い て の 取 組 を 今 後 行 う こ と で イ ン ク

ル ー シ ブ な 考 え を 広 げ て い き た い 。  

12） ボ ラ ン テ ィ ア の 部 活 、 委 員 会 な ど で 講 習 会 等 が あ れ ば 、 身 近 に な る と

思 い ま す 。 本 校 は イ ン ク ル ー シ ブ 推 進 校 な の で 障 が い を 持 つ 子 ど も た

ち に 関 心 が あ る 生 徒 も い ま す 。 き っ か け が あ れ ば 学 び た い と い う 希 望

も 出 て く る か と 思 い ま す 。  

13） ス ポ ッ ト 授 業 は 可 能 だ が 、 通 年 授 業 で は 普 通 科 で は 難 し い  

14） 普 通 科 で も 手 話 等 に つ い て 触 れ る 機 会 は 大 切 だ と 思 い ま す 。  

15） 本 校 は 国 際 高 校 で あ る と い う こ と か ら 海 外 に 繋 が り の あ る 生 徒 が 多 く

在 籍 す る の で 、職 員 指 導（ 手 話 月 間 ）に つ い て は 、日 本 手 話 で は な く 国

際 手 話 に つ い て 職 員 に レ ク チ ャ ー を 管 理 職 が 行 っ て い ま す 。  

16） 手 話 言 語 条 例 制 定 の こ と 自 体 認 識 し て い る 人 が 少 な い 印 象 。 そ こ の 改

善 が ま ず 一 歩 だ と 思 い ま す 。 ど う し た ら 関 心 が 持 て る の か 、 そ の 糸 口

を 探 っ て い ま す 。  

17） 特 別 活 動 で 積 極 的 に 手 話 に 取 り 組 ん で い る が 、 授 業 と し て 教 育 課 程 に

位 置 づ け る こ と は 、 な か な か 難 し い と 思 わ れ ま す 。  

18） 手 話 を 題 材 に し た 小 説 や 漫 画 が 本 校 図 書 館 に も 入 っ て い ま す 。 生 徒 は

よ く 読 ん で い る 様 子 で す 。 関 心 は あ る と 思 い ま す 。  

19） 職 員 の 研 修 も 必 要 で あ る が 、 ま ず は 福 祉 コ ー ス や 、 部 活 動 、 委 員 会 活

動 な ど で 興 味 関 心 を 育 て る こ と か ら は じ め 、 回 を 重 ね る 中 で 、 行 事 や

集 中 講 座 に よ っ て 行 う こ と が で き る の で は な い か と 思 わ れ る 。  

20） 手 話 の 重 要 性 は 理 解 し て い る が 、 取 り 組 む 時 間 の 余 裕 が な い 。 ま た 、

日 常 で 使 う 場 面 も あ ま り な い こ と か ら 、 手 話 技 術 の 向 上 に つ い て 、 今

一 つ 盛 り 上 が り に 欠 け る と 感 じ る 。  
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21） 教 員 に 学 び の 機 会 が も っ と あ る と 良 い と 思 い ま す  

22） 手 話 月 間 で の 取 り 組 み は 実 施 し て い る も の の 授 業 で の 取 組 を 検 討 し た

こ と は な い 。  

23） 神 奈 川 県 で は 毎 年 5 月 に 手 話 教 科 月 間 を 設 け 、 手 話 の 生 徒 や 教 職 員 へ

の 普 及 を 行 っ て い る 。し か し「 月 間 」を 設 け る と 、ど う し て も「 や ら さ

れ て る 感 」 が 強 く な っ て し ま い 、 手 話 を 学 ぶ モ チ ベ ー シ ョ ン の 向 上 に

い ま ひ と つ 繋 が っ て い な い よ う に 思 う 。 や は り 恒 常 的 に 手 話 の 学 び に

取 り 組 め る 環 境 、 制 度 づ く り が 必 要 で あ る 。  

24） 手 話 が 生 徒 た ち に も 必 要 な こ と で あ る こ と は わ か る が ， 何 か を 取 り 入

れ る の で あ れ ば 何 か を 捨 て る 発 想 で い か な け れ ば 崩 壊 し て し ま う 。  

25） 総 合 的 な 探 究 の 時 間 等 に お い て 実 施 し た 実 績 は あ る が 、 継 続 的 実 施 は

難 し い 。  

26） 生 徒 、 職 員 に と っ て 手 話 は 、 未 だ 身 近 な も の に な っ て い な い た め 、 目

が 向 き に く い 。 ま た 、 専 門 高 校 と 言 う 意 味 で は 、 資 格 取 得 や 進 路 教 育

な ど が あ り 意 識 が 向 き に く い と 考 え ら れ る  

27） 福 祉 科 の 生 徒 は 特 に 手 話 に 興 味 が あ り ま す 。 看 護 ・ 福 祉 系 の 進 学 お よ

び 就 職 希 望 者 の 生 徒 は 将 来 、 現 場 で 話 せ る よ う に な い り た い と 考 え て

い ま す 。  

28） 手 話 講 師 を 呼 び た い の で す が 、学 校 の 予 算 的 に 困 難 で す 。「 お 金 が な い

な ら 私 が 話 そ う ！ 」と 考 え 、手 話 技 術 検 定 3 級 ま で は 取 得 し た も の の 、

恥 ず か し な が ら 授 業 を し て い て も 基 礎 的 な 事 し か 教 え ら れ な い と 痛 感

し て お り ま す 。ま た 、自 己 研 鑽 を 試 み て も「 日 本 手 話 」「 日 本 語 対 応 手

話 」 な ど 地 域 に よ り 手 話 文 化 が 異 な る た め 、 ど の 手 話 を 軸 に 教 え る こ

と が 生 徒 に と っ て 、 ま た そ の 地 域 の 聴 覚 障 が い 者 の 皆 さ ん に と っ て 望

ま し い か と い つ も 悩 ま し く 思 っ て お り ま す 。ま た 、手 話 の「 技 術 」だ け

が 先 行 す る こ と に も 悩 ん で お り ま す 。つ ま り 、「 心 の 通 う 手 話 」は「 当

事 者 と 生 徒 が つ な が る 環 境 」 が あ っ て こ そ の 言 語 だ と 考 え て い る か ら

で す 。 で す か ら 、 私 た ち 健 聴 者 が 主 体 的 に 手 話 を 学 ぶ こ と は 大 前 提 と

し な が ら も 、 ろ う 者 と 関 り 、 学 ん だ 手 話 を 通 し て 心 を 伝 え あ う 機 会 が

あ れ ば な お 良 い と 感 じ て い ま す 。  

29） 特 に な し  

30） 特 に あ り ま せ ん  
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自 由 記 述 か ら 、 キ ー ポ イ ン ト を 抜 き 出 し K J 法 で 整 理 し た 。「 合 理 的 配

慮 」「 手 話 言 語 条 例 」「 状 況 」「 学 校 の 体 制 」「 手 話 指 導 者 」「 特 別 活 動 」 と ５

つ の カ テ ゴ リ ー に 分 類 し 、 Table 2-4-8 に 示 す 。  

 

Table 2-4-8 学 校 教 育 現 場 に お け る 手 話 に 対 す る 意 見 KJ 法 に よ る 整 理  

 

「 状 況 」が 最 も 多 く 、次 い で「 学 校 の 体 制 」、「 手 話 言 語 条 例 」、「 合 理

的 配 慮 」と「 特 別 活 動 」と 続 い た 。「 状 況 」の カ テ ゴ リ ー で は 、手 話 が 必 要

な 場 面 が な い 、手 話 教 育 を や る き っ か け が な い と い っ た 意 見 が 多 く あ げ ら れ

た 。ま た 、「 学 校 の 体 制 」と し て 手 話 教 育 を 実 施 で き る 教 員 や 実 施 す る た め

の 人 材 の 不 足 が あ げ ら れ 、手 話 教 育 を 実 施 で き な い 要 因 の 一 つ と 考 え ら れ る 。

ま た 、手 話 が 教 育 課 程 に 位 置 付 け ら れ て い な い こ と か ら 、そ も そ も 実 施 は 難

し い こ と が 考 え ら れ る 。一 方 、「 手 話 言 語 条 例 」の カ テ ゴ リ ー で は 神 奈 川 県

の 手 話 月 間 事 業 の 意 義 や 手 話 は 言 語 で あ る と い っ た 手 話 言 語 条 例 に 関 わ る

意 見 も み ら れ た 。手 話 に 触 れ る 機 会 を 手 話 月 間 事 業 に よ り 得 ら れ て お り 、そ

の 成 果 が 意 見 の 中 で も 寄 せ ら れ る よ う に な っ た と 考 え る 。  

 

 

 

 

 

 

項　目 個数 意　見

要約筆記 1 ６）

インクルーシブ教育 3 10）11）12）

手話月間 3 15）22）23）

言語である 2 ３）28）

手話の普及 2 ４）９）

制度づくり 1 23）

手話言語条例 1 16）

手話が必要な場面 8 １）２）３）８）12）20）23）24）

ろう者 2 ３）28）

手話への理解 1 ４）

特になし 2 29）30）

興味関心 4 16）18）19）27）

教員の状況 5 ３）８）19）20）21）

教育課程（カリキュラム）の問題 4 ５）13）14）17）

授業（継続的）での実施は難しい 3 ５）13）17）25）

実施するための人材 4 ３）４）７）28）

授業以外の取組 3 ９）12）19） 特別活動 3

学校の体制 16

9

17

カテゴリー

手話言語条例

状況

合理的配慮 4



42 

 

 

 

 

 

 

 

第 3 章 結論 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



43 

 

第 １ 節  考 察  

 

本 調 査 １ の 全 国 の 手 話 教 育 実 施 校 で は 、手 話 教 育 科 目 の 立 ち 上 げ に つ い て 、

「 教 育 課 程 に 科 目 が 位 置 付 け ら れ て い る か ら 」と の 回 答 が 多 か っ た 。手 話 言

語 条 例 に 関 連 し て 、手 話 教 育 を 実 施 し て い る 県 は こ の 調 査 で は 確 認 で き な か

っ た 。そ れ は 、手 話 言 語 条 例 が 基 本 的 に 理 念 を 中 心 と し た 条 例 で あ り 、「 手

話 は 言 語 で あ る 」と 明 記 さ れ て い て も 、実 際 は 施 策 の 推 進 方 針 や 計 画 に お い

て 福 祉 的 な 要 因 が 大 き く 、と く に 教 育 分 野 で 言 語 と し て の 施 策 が な さ れ て い

な い か ら だ と 考 え る 。  

本 調 査 ２ 、３ を 通 し て 、高 等 学 校 に お い て 手 話 教 育 科 目 を 立 ち 上 げ る た め

の 課 題 と し て あ げ ら れ た の は 、学 習 指 導 要 領 に お け る 科 目 設 置（ 学 校 設 定 科

目 ）が 難 し い こ と や 科 目 を 実 施 す る 指 導 者 が い な い こ と で あ る 。さ ら に 、手

話 教 育 を 実 施 す る た め の 費 用 が 課 題 で あ る こ と が 明 ら か に な っ た 。  

学 習 指 導 要 領 に 規 定 さ れ て い な い 科 目（ 学 校 設 定 科 目 ）を 教 育 課 程 に 位 置

付 け る 場 合 、学 校 に 認 め ら れ て い る 裁 量 の 範 囲 は 小 さ く 、こ の こ と が 学 校 で

手 話 を 科 目 と し て 設 置 で き な い 主 な 原 因 だ と 考 え ら れ る 。つ ま り 、学 校 教 育

に お い て 手 話 教 育 を 実 施 す る に は 、高 等 学 校 の 福 祉 科 を 設 置 し て い る 、又 は

福 祉 系 の コ ー ス を 設 置 し て い る 必 要 が あ る 。こ れ は 福 祉 科 の 学 習 指 導 要 領 に

基 づ き 、科 目 内 容 に 即 し て 手 話 教 育 を 実 施 で き る か ら だ 。一 方 、福 祉 科 が な

い 学 校 で は 、「 手 話 」 が 学 習 指 導 要 領 の 科 目 に な く 、「 国 語 」 や 「 外 国 語 」、

「 社 会 」な ど の 科 目 で 位 置 付 け る 例 も な い た め 、学 習 指 導 要 領（ 学 校 設 定 科

目 ）の 規 定 が 障 壁 と な り 、科 目 設 置 が 困 難 な 状 況 に あ る 。た だ し 、本 研 究 に

お い て 第 二 言 語 と し て 実 施 し て い る 例 が 確 認 さ れ 、今 後 の 手 話 教 育 実 施 の た

め の 根 拠 に な り う る と 考 え る 。  

 ま た 、手 話 教 育 を 指 導 す る 教 員 ま た は 外 部 講 師 が 不 足 し て い る こ と も 課 題

と し て あ げ ら れ て い る 。こ れ は 、手 話 通 訳 に 関 す る 資 格 の 関 り も 大 き い で あ

ろ う 。 厚 生 労 働 省 平 成 26 年 度 障 害 者 総 合 福 祉 推 進 事 業 「 意 思 疎 通 支 援 講 師

養 成 カ リ キ ュ ラ ム 等 策 定 事 業 」報 告 書 は『 手 話 通 訳 な ど の 意 思 疎 通 支 援 は 手

話 通 訳 資 格 を 有 す る 者 な ど の 意 思 疎 通 支 援 者 が 担 っ て い る が 、現 状 で は 、手

話 通 訳 者 や 手 話 奉 仕 員 と い っ た 養 成 を 行 う た め の 講 師 が 不 足 し て い る 。』 と

述 べ て い る 。そ も そ も 事 業 を 担 う 講 師 を 養 成 す る 仕 組 み が な い た め 、手 話 を

指 導 で き る 指 導 者 が 少 な い の で あ る 。そ の た め 、学 校 教 育 に お い て も 手 話 を

指 導 で き る 講 師 が い な い と い っ た 現 状 に 繋 が っ て い る と 考 え る 。  

ま た 、雇 用 経 費 の 課 題 に つ い て は 、県 の 学 校 に お け る 予 算 が 決 ま っ て お り 、

教 育 行 政 の 予 算 に も 影 響 し て い る 。各 学 校 で 予 算 執 行 す る こ と が 難 し い 側 面
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も あ る 。予 備 調 査 の 鳥 取 県 や 北 海 道 石 狩 市 の よ う に 予 算 措 置 が 講 じ ら れ て い

る 場 合 、手 話 教 育 実 施 に 繋 が る 可 能 性 は 高 く な る と 思 わ れ る が 、そ う で な け

れ ば 新 た に 科 目 を 設 置 し 、 そ の た め の 講 師 費 用 を 捻 出 し な け れ ば な ら な い 。

手 話 教 育 に 関 心 は あ っ て も 実 際 の 動 き に は 繋 が り に く い だ ろ う と 考 え る 。  
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第 ２ 節  ま と め  

 

本 研 究 で は 、手 話 言 語 条 例 か ら み る 高 等 学 校 手 話 教 育 普 及 取 組 に つ い て 調

査 を 行 っ た 。手 話 言 語 条 例 を 早 期 に 制 定 し た 地 方 自 治 体 を 対 象 と し て 、手 話

言 語 条 例 制 定 と 手 話 教 育 の 関 係 、手 話 教 育 の 実 態 、課 題 に 関 す る 予 備 調 査 を

行 っ た 。そ の 結 果 、手 話 言 語 条 例 制 定 に 基 づ い て 手 話 教 育 が 実 施 さ れ て お り 、

そ の た め の 予 算 措 置 が 講 じ ら れ て い る こ と 、講 師 を 担 う 人 材 が 不 足 し て い る

こ と が 明 ら か と な っ た 。ま た 、そ の 他 の 自 治 体 で は 手 話 言 語 条 例 制 定 と 手 話

教 育 の 関 係 は 確 認 で き ず 、手 話 言 語 条 例 の 学 校 に お け る 手 話 教 育 の 普 及 に つ

い て は 、 手 話 の 理 解 や 啓 発 に と ど ま っ て い る こ と が 判 明 し た 。  

そ こ で 、こ れ ら の 点 に 関 す る 調 査 を 全 国 の 高 等 学 校 と 神 奈 川 県 の 高 等 学 校

を 対 象 と し て 本 調 査 を 行 っ た 。そ の 結 果 、調 査 し た 高 等 学 校 で 実 施 さ れ て い

る 手 話 教 育 は 、手 話 言 語 条 例 と は 関 係 な く 一 部 の 高 等 学 校 で 福 祉 科 等 の 科 目

の 一 部 と し て 実 施 さ れ 、学 校 行 事 と し て 組 み 込 ま れ 予 算 も 確 保 さ れ て い る こ

と が 明 ら か に な っ た 。ま た 、手 話 教 育 を 実 施 す る 講 師 の 人 材 不 足 が 課 題 で あ

る こ と も 明 ら か に な っ た 。神 奈 川 県 の 手 話 教 育 普 及 の 取 組 で は 、手 話 強 化 月

間 事 業 と し て す べ て の 県 立 高 等 学 校 で 手 話 普 及 の 取 組 が な さ れ て い る こ と

が 明 ら か に な っ た 。手 話 教 育 の 取 組 に つ い て は 約 8 割 以 上 の 学 校 よ り「 手 話

教 育 に 関 心 が あ る 」と 回 答 が あ っ た が 、手 話 教 育 を 実 施 す る こ と に は 、７ 割

以 上 の 学 校 が「 実 施 は 難 し い 」と 回 答 し た 。そ れ を 阻 む 要 因 に つ い て は 、学

習 指 導 要 領 に お け る 科 目 設 置 の 課 題 と 指 導 者 不 足 が 主 な 要 因 で あ る と 考 察

し た 。  

以 上 の 結 果 か ら 、本 調 査 に お い て は 手 話 言 語 条 例 と 高 等 学 校 の 手 話 普 及 の

関 り は ほ と ん ど 見 ら れ ず 、手 話 教 育 を 実 施 す る 為 に は 手 話 言 語 条 例 の 制 定 が

学 校 教 育 の 手 話 普 及 に 直 接 的 に つ な が ら な い こ と が 明 ら か に な っ た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



46 

 

第 3 節  今 後 の 課 題  

 

神 奈 川 県 立 高 等 学 校 の ア ン ケ ー ト 調 査 に よ り 、手 話 や 手 話 教 育 へ の 関 心 は

高 い こ と が 明 ら か に な っ た 。手 話 教 育 科 目 の 科 目 設 置 は 容 易 で は な い が 、学

校 設 定 科 目 を 教 育 課 程 に 位 置 付 け る こ と が で き れ ば 、実 施 は 可 能 で あ る 。ま

た 、手 話 指 導 者 の 人 材 の 確 保 や 雇 用 経 費 の 問 題 が 解 決 さ れ れ ば 、今 後 、全 国

に 手 話 を 科 目 に 取 り 入 れ る 学 校 が 増 え る 可 能 性 は あ る 。ま た 、手 話 教 育 普 及

の 手 立 て と し て 、神 奈 川 県 の 手 話 言 語 条 例 の 施 策 の 一 環 で あ る 手 話 月 間 事 業

の 取 組 は 、他 県 の 例 は 見 ら れ ず 神 奈 川 県 の す べ て の 県 立 高 等 学 校 が こ の 取 組

を し て い る 意 義 は 大 き い 。こ の よ う な 手 話 月 間 事 業 を モ デ ル と し て 、全 国 に

広 が れ ば 、学 校 に お け る 手 話 教 育 も 変 化 し て い く の で は な い だ ろ う か 。ま た 、

手 話 言 語 条 例 の 条 文 に 「 教 育 に お け る 手 話 普 及 」 の よ う な 文 言 が 明 記 さ れ 、

明 記 だ け に 留 ま ら ず 具 体 的 な 活 動 に つ な げ ら れ る こ と が 重 要 で あ る 。さ ら に 、

高 等 学 校 の 教 育 活 動 に 応 じ た 手 話 ニ ー ズ を 掘 り 起 こ し 、今 後 の 手 話 教 育 の 普

及 に 繋 が る こ と を 期 待 し た い 。  
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【 福 祉 科 学 習 指 導 要 領 】  

高 等 学 校 の 専 門 学 科 の 一 つ と し て 教 科 「 福 祉 」 は 平 成 11 年 の 高 等 学 校 学

習 指 導 要 領 の 改 訂 に よ り 新 設 さ れ た 、 平 成 15 年 か ら 実 施 さ れ て い る 学 科 で

あ る 。福 祉 科 の 科 目 は 、人 間 と 社 会 分 野 と し て「 社 会 福 祉 基 礎 」、介 護 分 野

と し て「 介 護 福 祉  基 礎 」、「 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 技 術 」、「 生 活 支 援 技 術 」、

「 介 護 過 程 」、「 介 護 総 合 演 習 」、「 介 護 実 習 」、こ こ ろ と か ら だ の し く み

分 野 と し て「 こ こ ろ と か ら だ の 理 解 」、情 報 分 野 と し て「 福 祉 情 報 」の 四 分

野 で 構 成 し て い る 。 福 祉 科 「 科 目 」 分 類 一 覧 を 以 下 に 示 す 。  

 

福 祉 科 「 科 目 」 分 類 一 覧  

分    野  科   目   名  

人 間 と 社 会 分 野  社 会 福 祉 基 礎  

介 護 分 野  

介 護 福 祉 基 礎  

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 技 術 ※  

生 活 支 援 技 術  

介 護 過 程  

介 護 総 合 演 習  

介 護 実 習  

こ こ ろ と か ら だ の し く み  こ こ ろ と か ら だ の 理 解  

情 報 分 野  福 祉 情 報  

 

[「 手 話 」 の 取 扱 い に つ い て ] 

介 護 分 野「 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 技 術 」の 科 目 に 取 扱 い が あ る 。指 導 項 目 を

以 下 に 示 す 。  

〔 指 導 項 目 〕  

(1)福 祉 実 践 に お け る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン   

ア  コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 意 義 と 役 割  

イ  コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 基 本 技 術 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 技 術 の 科 目 の  

(2)サ ー ビ ス 利 用 者 や 家 族 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン  

ア  サ ー ビ ス 利 用 者 に 応 じ た コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン  

イ  サ ー ビ ス 利 用 者 や 家 族 と の 関 係 づ く り  

平 成 30 年 改 訂  福 祉 科 学 習 指 導 要 領  第 ３ 節  福 祉 科 の 目 標 （ 抜 粋 ）  
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〔 内 容 の 範 囲 や 程 度 〕  

ア  サ ー ビ ス 利 用 者 に 応 じ た コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン  

こ こ で は ，感 覚 機 能 ，運 動 機 能 及 び 認 知・知 覚 機 能 の 低 下 し て い る 人 な

ど の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 技 法 に つ い て ，先 天 性 障 害 や 中 途 障 害 ，障 害 の も

た ら す 二 次 障 害 な ど 障 害 の 特 性 に 応 じ た コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 基 本 技 術

と そ の 必 要 性 に つ い て 扱 う 。ま た ，認 知 症 の 人 に 対 す る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン に つ い て は ，そ の 特 性 を 十 分 理 解 し た 上 で 具 体 的 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

の 方 法 を 扱 う 。さ ら に 手 話 や 点 字 な ど 多 様 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ツ ー ル や

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ロ ボ ッ ト 等 も 扱 い ，個 々 の 特 性 に 応 じ た コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン に つ い て も 扱 う 。 あ わ せ て ， 高 齢 者 介 護 の た め の 「 聞 こ え の 保 障 」

に つ い て  理 解 し ， 補 聴 器 等 の 活 用 に よ り 生 活 の 質 (QOL)の 向 上 に も つ な

が る こ と な ど に つ い て 扱 う 。  

平 成 30 年 改 訂  福 祉 科 学 習 指 導 要 領  第 ３ 節  福 祉 科 の 目 標 （ 抜 粋 ）  
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【 教 科 「 外 国 語 」 学 習 指 導 要 領 （ そ の 他 の 外 国 語 に つ い て ）】  

平 成 30 年 改 訂 の 学 習 指 導 要 領 は 「 そ の 他 の 外 国 語 に 関 す る 科 目 」 と し て

英 語 以 外 の 言 語 の 科 目 、 第 二 言 語 の 設 置 を 認 め て い る 。  

 

1 そ の 他 の 外 国 語 に 関 す る 科 目 に つ い て は ，第 1 か ら 第 6 ま で 及 び 第 3 款

に 示 す 英 語 に 関 す る 各 科 目 の 目 標 及 び 内 容 な ど に 準 じ て 指 導 を 行 う も の

と す る 。  

平 成 30 年 度 改 訂  学 習 指 導 要 領 外 国 語 編  第 ８ 節  そ の 他 の 外 国 語 に 関 す

る 科 目 （ 抜 粋 ）  

 

 第 １ か ら 第 ６ ま で と は 、「 外 国 語 に よ る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に お け る 見 方・

考 え 方 を 働 か せ ，外 国 語 に よ る「 聞 く こ と 」，「 読 む こ と 」，「 話 す こ と 」，

「 書 く こ と 」を 統 合 的 に 結 び 付 け た 言 語 活 動 を 通 し て ，情 報 や 考 え な ど を 的

確 に 理 解 し た り 適 切 に 表 現 し た り 伝 え 合 っ た り す る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を

図 る 資 質・能 力 を 育 成 す る こ と を 目 指 す 」と い う 目 標 の 下 に 、各 科 目 の 内 容

等 を 定 め な け れ ば な ら な い 。  
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【 学 校 設 定 科 目 】   

学 校 設 定 科 目 は 、 平 成 11（ 1999） 年 の 学 習 指 導 要 領 改 訂 に よ り 、 学 校 設

定 教 科 と と も に そ の 設 置 が 認 め ら れ た 。ど の 教 科 に お い て も 、学 習 指 導 要 領

で 定 め ら れ て い る 科 目 以 外 の 実 施 に つ い て は 、学 校 設 定 科 目 と し て 設 置 し な

け れ ば な ら な い 。基 本 的 に は 高 等 学 校 段 階 に お い て 各 学 校 が 生 徒 の 実 態 等 を

勘 案 し て 独 自 に 設 定（ 開 設 ）で き る よ う 、新 学 習 指 導 要 領 で 制 度 的 に 認 め ら

れ た 科 目 で あ る 。各 教 科 に お け る「 そ の 他 の 科 目 」と し て 位 置 付 け ら れ 、設

置 は 各 都 道 府 県 教 育 委 員 会 で 教 育 課 程 編 成 基 準 を 設 け 、都 道 府 県 教 育 委 員 会

の 承 認 事 項 と し て い る 。  

 

４  学 校 設 定 科 目  

 学 校 に お い て は 、地 域 、学 校 及 び 生 徒 の 実 態 、学 科 の 特 色 等 に 応 じ 、特

色 あ る 教 育 課 程 の 編 成 に 資 す る よ う 、教 科 に つ い て 、こ れ ら に 属 す る 科 目

以 外 の 科 目（ 以 下「 学 校 設 定 科 目 」と い う 。）を 設 け る こ と が で き る 。こ の

場 合 に お い て 、 学 校 設 定 科 目 の 名 称 、 目 標 、 内 容 、 単 位 数 等 に つ い て は 、

そ の 科 目 の 属 す る 教 科 の 目 標 に 基 づ き 、各 学 校 の 定 め る と こ ろ に よ る も の

と す る 。  

5 学 校 設 定 教 科  

（ 1）学 校 に お い て は 、地 域 、学 校 及 び 生 徒 の 実 態 、学 科 の 特 色 等 に 応 じ 、

特 色 あ る 教 育 課 程 の 編 成 に 資 す る よ う 、教 科 以 外 の 普 通 教 育 又 は 専 門 教 育

に 関 す る 教 科（ 以 下「 学 校 設 定 教 科 」と い う 。）及 び 当 該 教 科 に 関 す る 科 目

を 設 け る こ と が で き る 。こ の 場 合 に お い て 、学 校 設 定 教 科 及 び 当 該 教 科 に

関 す る 科 目 の 名 称 、目 標 、内 容 、単 位 数 等 に つ い て は 、高 等 学 校 教 育 の 目

標 及 び そ の 水 準 の 維 持 等 に 十 分 配 慮 し 、各 学 校 の 定 め る と こ ろ に よ る も の

と す る 。  

（ 2）（ 省 略 ）  

平 成 30 年 度 改 訂 版  学 習 指 導 要 領  第 1 章  総 則 （ 抜 粋 ）  
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【 高 等 学 校 等 教 育 課 程 編 成 基 準 】  

学 校 設 定 科 目 の 科 目 設 置 に は 各 都 道 府 県 教 育 委 員 会 で 教 育 課 程 編 成 基 準

を 設 け 、都 道 府 県 教 育 委 員 会 の 承 認 事 項 と し て い る 。平 成 30（ 2018）年 3 月

に 告 示 さ れ た 新 し い 高 等 学 校 学 習 指 導 要 領 の 教 育 基 本 法 及 び 学 校 教 育 法 そ

の 他 の 法 令 の 示 す と こ ろ に 従 い 、適 切 な 教 育 課 程 編 成 に 取 り 組 み 、そ れ ら に

掲 げ る 目 標 を 達 成 す る よ う 教 育 を 行 う こ と が 規 定 さ れ て い る 。各 学 校 に お い

て は 、法 令 や 学 習 指 導 要 領 の 内 容 に つ い て 十 分 理 解 す る と と も に 創 意 工 夫 を

加 え 、 学 校 の 特 色 を 生 か し た 教 育 課 程 を 編 成 す る こ と が 重 要 と し て い る 。  

以 前 は 、各 学 校 の 大 幅 な 裁 量 が 認 め ら れ 、そ れ ゆ え に 、各 学 校 の 生 徒 の ニ

ー ズ 、あ る い は 各 学 校 が 目 指 す 方 向 性 に 合 わ せ た 柔 軟 な 教 育 課 程 編 成 を 可 能

に さ せ る 有 力 な ツ ー ル で あ っ た 。今 回 の 新 学 習 指 導 要 領 の 編 成 基 準 に お い て

は 、「 教 育 課 程 の 編 成 に 資 す る よ う な 設 置 理 由 が あ る こ と 。 学 習 指 導 要 領 に

記 載 さ れ た 科 目 の 目 標 及 び 内 容 に よ っ て 、扱 う こ と の で き な い 学 習 内 容 等 に

つ い て 学 習 さ せ る 必 要 あ る 場 合 に 限 り 設 置 す る こ と 」と な っ て い る 。科 目 設

置 に は よ り 明 確 な 理 由 が 求 め ら れ る よ う に な っ た 。  
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さ ら に 、私 の 職 場 で あ る 神 奈 川 県 立 小 田 原 東 高 等 学 校 の 同 僚 の 協 力 が あ り

仕 事 と 大 学 院 の 研 究 活 動 を 両 立 す る こ と が で き ま し た 。心 よ り お 礼 申 し 上 げ

ま す 。ま た 、3 年 間 の 大 学 院 生 活 と 仕 事 の 両 立 を 常 に 寄 り 添 い 励 ま し 、支 え

て く れ た 家 族 に 「 あ り が と う 」 の 気 持 ち を 伝 え ま す 。  

最 後 に 、本 研 究 の 結 果 が 、今 後 の 高 等 学 校 に お け る 手 話 教 育 の 普 及 の 一 助

と な れ ば 幸 い で す 。  

 

令 和 4 年 2 月  平 石  量 子  

 

 

 

 

 

 




